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● 

進
ま
な
い
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の

現
状

　

本
稿
で
は
、
一
般
に
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
基
本
的
な
枠

組
み
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
取
り
巻
く
サ
ー

ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
動
向
に
つ
い
て
概

観
し
た
い
。
周
知
の
と
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

に
お
い
て
は
、
モ
ノ
の
貿
易
、
つ
ま
り

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
経
済
財
（
具
体

的
に
は
、
ワ
イ
ン
、
家
具
、
パ
ソ
コ
ン
、

自
動
車
、
…
…
）
の
国
を
ま
た
い
だ
売

買
、
の
自
由
化
を
進
捗
さ
せ
る
た
め
、

国
際
的
に
拘
束
力
を
持
つ
枠
組
み
と
し

て
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（General Agreem

ent 
on Tariffs and Trade

、
関
税
貿
易
一

般
協
定
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｔ
と
並
ん
で
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
つ
ま

り
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
済
財

（
具
体
的
に
は
金
融
、
航
空
、
運
輸
、

看
護
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
…
…
）
の
自
由

化
を
目
指
す
枠
組
み
と
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｓ
（General Agreem

ent on Trade 
in Services

、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協

定
）
が
や
は
り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
存
在
し
て
い

る
。
モ
ノ
の
貿
易
で
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易

で
も
、
自
由
化
す
れ
ば
多
く
の
種
類
の

商
品
が
消
費
で
き
、
ま
た
さ
ら
に
新
た

な
商
品
の
開
発
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

経
済
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
の

が
貿
易
自
由
化
を
進
め

る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
基
本
的
な

「
哲
学
」
で
あ
り
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
も
、
モ

ノ
と
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

自
由
化
に
よ
っ
て
経
済

的
な
繁
栄
が
現
在
で
も

か
な
り
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
サ
ー
ビ
ス
貿

易
は
、
世
界
的
に
も
、

ま
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
に
お

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
コ
ノ
ミ
ー
内
で
の

規
模
に
比
べ
て
低
い
水
準
で
あ
る
。
全

雇
用
者
数
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
従

事
者
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー
全
体
で
は
、
二
〇

〇
七
年
の
数
値
で
六
〇
・
九
％
ほ
ど
と

な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
農
業
お
よ
び

製
造
業
に
従
事
す
る
労
働
者
数
の
全
雇

用
者
数
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
同
じ
く

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー
全
体
の
二

〇
〇
七
年
数
値
で
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・

七
％
お
よ
び
二
三
・
三
％
と
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
内
で
今

年
開
設
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

StatsAPEC

よ
り
）、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
に

お
い
て
は
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
世
界
的

に
み
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
面
の
経
済
活
動

が
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
こ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
拡
大
の
傾

向
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
雇
用

に
占
め
る
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
国
を
ま
た
い
だ
や
り
と

り
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
な
る

と
、
そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
比
べ
た
規
模
は

ま
っ
た
く
小
さ
く
見
え
る
。
表
1
は
、

表1．APEC参加メンバーのサービス貿易額
（受け取り＋支払い）の対名目GDP比率、1989年～2008年

（％）

1989 1995 2000 2005 2008

オーストラリア 7.5 9.4 9.6 9.1 9.1

ブルネイ n.a. n.a. n.a. 18.1 n.a.

カナダ 7.6 10.1 11.6 10.7 11.0

チリ 12.4 9.8 11.8 12.6 13.1

中国 2.5 6.1 5.5 7.1 7.1

中国香港 n.a. n.a. 38.5 55 64.2

インドネシア 7.2 9.4 12.6 12.2 8.4

日本 4.0 3.6 4.0 5.4 6.5

韓国 7.6 9.4 12 12.3 18.2

マレーシア 19.7 29.9 32.7 30.1 n.a.

メキシコ 6.8 6.8 5.4 4.4 4.0

ニュージーランド 13.1 14.7 17.5 15.5 14.2

パプアニューギニア 16.3 20.8 28.8 29.9 n.a.

ペルー 9.6 5.6 7.2 6.8 n.a.

フィリピン 11.2 22 11.4 10.5 11.4

ロシア n.a. 7.8 9.9 8.3 7.9

シンガポール 54.8 55.0 62.2 89.8 n.a.

チャイニーズタイペイ 13.7 14.2 14.3 16.0 17.4

タイ 13.8 20.1 23.9 28.1 n.a.

アメリカ 4.2 4.9 5.3 5.6 6.7

ベトナム n.a. n.a. 19.1 16.4 n.a.

APEC全体 5.0 5.9 6.7 7.7 7.7

（出所）APECウェブサイト内データベースより作成。
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Ｃ
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Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
内
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ

り
作
成
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
設
立
年
の
一

九
八
九
年
か
ら
お
よ
そ
五
年
後
と
の
推

移
を
示
す
が
、
い
ず
れ
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ

コ
ノ
ミ
ー
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
比

率
は
雇
用
者
で
見
た
場
合
よ
り
全
体
と

し
て
存
在
感
が
な
い
。
表
に
は
な
い
数

字
だ
が
、
農
産
品
、
製
造
業
品
を
合
わ

せ
た
モ
ノ
の
貿
易
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る

シ
ェ
ア
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
で
見
た
場

合
に
、
二
三
・
八
％
（
一
九
八
九
年
）、

二
八
・
六
％
（
一
九
九
五
年
）、）、三
三
・

三
％
（
二
〇
〇
〇
年
）、三
九
・
〇
％
（
二

〇
〇
五
年
）、
四
五
・
三
％
（
二
〇
〇

八
年
）
と
推
移
し
て
い
る
こ
と
と
考
え

合
わ
せ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
は
モ
ノ
よ
り

も
貿
易
さ
れ
に
く
い
性
質
の
商
品
で
あ

る
と
い
え
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
モ
ノ
と

違
っ
て
生
産
と
消
費
と
を
分
離
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
そ
の
た
め
全
般
的
に
商

品
と
し
て
「
輸
送
」
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
場
で
生
産
し
、
同
時
に
そ
の
場
で

消
費
を
す
る
し
か
な
い
点
が
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。（
た
だ
し
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス

は
、
通
信
回
線
を
使
っ
て
「
輸
送
」
が

可
能
で
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
も
年
々
拡

大
し
て
い
る
。）

● 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
貿

易
の
自
由
化
方
式
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

　

サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
を
め
ぐ
っ

て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
多
角
的
貿
易
自
由

化
交
渉
の
ひ
と
つ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ

ン
ド
（
交
渉
期
間
は
一
九
八
六
〜
一
九

九
五
年
）
に
お
い
て
国
際
的
に
交
渉
が

開
始
さ
れ
、
そ
の
結
果
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
が
で

き
た
。（
正
確
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
一

九
九
四
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
設
立
す
る
た
め

の
「
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
」
の
一
部
を
な

す
国
際
条
約
で
あ
る
。）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
は
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
国
同
士
が
お
互
い
の
国
々
に

「
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
自
由

化
し
て
ほ
し
い
」と「
リ
ク
エ
ス
ト（
要

望
）」
し
、
お
互
い
に
そ
れ
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
を
ふ
ま
え
た
上
で
「
オ
フ
ァ
ー

（
自
由
化
の
申
し
出
）」
を
行
い
、
こ
れ

ら
リ
ク
エ
ス
ト
・
オ
フ
ァ
ー
が
お
互
い

に
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に

加
盟
国
す
べ
て
が
一
括
し
て
受
け
入

れ
、
後
戻
り
し
な
い
形
で
実
際
の
自
由

化
に
踏
み
切
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
の
内
容
は
、

各
国
が
リ
ク
エ
ス
ト
と
オ
フ
ァ
ー
を
踏

ま
え
て
作
成
す
る
「
約
束
表
」
に
要
約

さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
こ
の
「
約
束
」

は
国
際
的
に
妥
結
・
実
行
さ
れ
て
お
ら

ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
国
内
法
で
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自

由
化
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
内

法
は
国
内
産
業
の
保
護
な
ど
の
観
点
か

ら
、対
外
的
な
自
由
化
を
い
つ
で
も「
後

戻
り
」
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
が
後
戻
り
で
き
な
い
よ
う
、

各
国
に
「
約
束
」
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
約
束
表
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

リ
ス
ト
」
方
式
で
あ
り
、
基
本
的
に
自

由
化
を
「
す
る
」（
つ
ま
り
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
表
現
す
る
）
と
約
束
し
た
サ
ー
ビ

ス
分
野
の
み
が
記
載
さ
れ
る
。
逆
に
い

う
と
自
由
化
「
し
な
い
」
分
野
を
記
載

す
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
」
方
式

と
違
っ
て
、
全
体
と
し
て
ど
れ
だ
け
の

サ
ー
ビ
ス
分
野
が
ま
だ
自
由
化
が
約
束

さ
れ
て
「
い
な
い
」
か
が
見
え
に
く
い
。

こ
の
こ
と
自
体
も
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の

自
由
化
交
渉
が
遅
れ
て
い
る
原
因
で
あ

り
、
ま
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
を
四

つ
の
「
モ
ー
ド
」
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一

モ
ー
ド
と
は
、「
越
境
取
引
」
を
指
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
者
と
消
費
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
所
在
し
た
ま
ま
サ
ー
ビ
ス

貿
易
を
行
う
形
態
で
あ
る
。た
と
え
ば
、

国
際
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
日
本
か

ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
電
話
す
る
と
、
日

本
の
電
話
会
社
か
ら
だ
け
で
な
く
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
電
話
会
社
か
ら
も
サ
ー
ビ

ス
を
第
一
モ
ー
ド
で
購
入
（「
輸
入
」）

し
た
こ
と
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
貿
易
で

は
、
モ
ノ
の
貿
易
の
よ
う
に
輸
入
と
は

い
わ
ず
に
「
支
払
い
」
と
い
う
。
逆
に

い
う
と
ア
メ
リ
カ
が
日
本
へ
サ
ー
ビ
ス

を
「
輸
出
」
し
た
こ
と
に
な
る
が
、サ
ー

ビ
ス
貿
易
で
は
輸
出
と
い
わ
ず
に
「
受

け
取
り
」と
い
う
。
第
二
モ
ー
ド
は「
国

外
消
費
」、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
の
消
費

者
が
生
産
者
の
国
へ
移
動
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
受
け
る
も
の
で
、
日
本
人
旅

行
者
が
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
（
航
空

サ
ー
ビ
ス
）
で
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
、
ホ

テ
ル
に
泊
ま
る
と
、
旅
客
サ
ー
ビ
ス
と

ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
の
日
本
か
ら

ア
メ
リ
カ
へ
の
第
二
モ
ー
ド
を
通
じ
た

「
支
払
い
」と
な
る
。第
三
モ
ー
ド
は「
商

業
拠
点
の
設
立
」
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス

貿
易
で
、
銀
行
が
外
国
に
支
店
を
設
立

し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合

に
あ
た
る
。そ
し
て
第
四
モ
ー
ド
は「
自

然
人
の
移
動
」
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
個
人
と
し

て
外
国
に
赴
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
音
楽

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
な
ど
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
表
１
に
示
し
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

サ
ー
ビ
ス
貿
易
関
連
指
標
は
、
国
際
収

支
表
に
基
づ
く
も
の
で
、
第
一
モ
ー
ド

と
第
二
モ
ー
ド
の
み
し
か
含
め
て
い
な

い
意
味
で
、
不
完
全
な
統
計
数
字
で
あ

る
。
さ
ら
に
同
一
企
業
内
、
た
と
え
ば
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
統
括
事
業
本
部
と
中

国
の
工
場
の
間
の
生
産
に
関
す
る
情
報

の
や
り
と
り
が
経
済
的
「
価
値
」
を
持

つ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
製
造
業
関
連
情
報

と
い
う
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
国
を
ま
た
い

だ
や
り
と
り
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
貿
易

と
み
な
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
統

計
は
企
業
内
で
行
わ
れ
う
る
た
め
に
、

統
計
的
な
把
握
が
き
わ
め
て
困
難
な
の

で
あ
る
。
し
か
し
実
態
と
し
て
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
一
九
八
五

年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
円
高
の
影
響

を
避
け
る
た
め
に
、
互
い
の
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
子
会
社
を
設
立
し
（
つ
ま
り
直

接
投
資
を
行
い
）、
そ
れ
ら
の
子
会
社

お
よ
び
本
社
を
含
め
た
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
き
て
い
る
の

で
、
今
後
の
デ
ー
タ
整
備
が
望
ま
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

● 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
サ
ー

ビ
ス
貿
易
自
由
化
の
約
束
状
況

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
約
束
表
の
二
〇
〇
三
年
版

（
参
考
文
献
①
）
を
元
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
約
束

状
況
を
み
て
み
た
（
た
だ
し
Ｗ
Ｔ
Ｏ
未

加
盟
の
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
掲
載
せ

ず
）。
こ
こ
で
約
束
表
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事

務
局
に
よ
っ
て
、
一
一
分
野
、
五
五
部

門
、一
五
五
業
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
う
ち
五
五
の
部
門
を
基

ベット記号はサービス部門（合計で55）を示す。具体的な名称は次の通り。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21

○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
○ ○ ○ ○ ○ ○ 19
○ ○ ○ ○ ○ 18
○ ○ 11
○ ○ 10
○ ○ ○ 9
○ ○ ○ ○ 10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24

1
1

○ 5
1
3
2

○ ○ ○ 11
○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

○ ○ ○ ○ 5
○ ○ ○ ○ 4

○ ○ 8
○ ○ ○ ○ 15

○ ○ ○ 12
○ ○ ○ 12
○ ○ ○ ○ ○ 11
○ ○ ○ ○ ○ 9

○ ○ ○ 8
○ ○ ○ 8

1
1

○ ○ 4
○ ○ 4
○ 2
○ 2

○ ○ ○ ○ 16
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21

○ ○ ○ 9
○ ○ ○ 9

5 4 3 5 20 14 1 2 2 0 0 10 14 4 2 2 8 2 6 2 15 0 2 0 4 6 4 10 0 －
○ ○ ○ 10
○ ○ ○ ○ 12

　　06． 環境サービス（A．汚水サービス；B．廃棄物処理サービス；C．衛生サービスおよびこれに類似するサービス；D．その他）
　　07． 金融サービス（A．全ての保険および保険関連のサービス；B．銀行およびその他の金融サービス（保険を除く）；C．その他）
　　08． 健康に関連するサービスおよび社会事業サービス（A．病院サービス；B．その他の人に係る健康サービス；C．社会事業サービス；D．その他）
　　09． 観光サービスおよび旅行に関連するサービス（A．ホテルおよび飲食店（仕出しを含む）；B．旅行業サービス；C．観光客の案内サービス；D．その他）
　　10．  娯楽、文化およびスポーツのサービス（A．興行サービス（演劇、生演奏およびサーカスのサービスを含む）；B．通信社サービス；C．図書館および記録保管所のサービス；D．スポーツその他の娯楽のサービス　E．

その他）
　　11．  運送サービス（A．海上運送サービス；B．内陸水路における運送；C．航空運送サービス；D．宇宙運送；E．鉄道運送サービス；F．道路運送サービス；G．パイプライン輸送；H．全

ての形態の運送の補助的なサービス；I．その他の運送サービス）
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本
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
自
由
化
に
関
し
て
、（1）
基
本
的
に「
制

限
な
し
（N

one

）」
と
約
束
、
（2）「
制

限
（Lim

it

）」
す
る
が
こ
れ
以
上
高
め

な
い
と
約
束
、
（3）「
約
束
し
な
い

（U
nbound

）」、
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
約
束
表
を
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
サ
イ
ト
か
ら
入
手
し
て
閲
覧
す

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お

い
て
、
ま
ず
第
二
モ
ー
ド
が
他
の
三
つ

の
モ
ー
ド
に
く
ら
べ
て
最
も
自
由
化
約

束
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
高
く
、
一
方
で

第
四
モ
ー
ド
で
の
各
メ
ン
バ
ー
の
自
由

化
約
束
レ
ベ
ル
は
最
も
低
い
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
第
二
モ
ー
ド
は
「
自
分
の

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
外
で
の
消
費
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
内
の

サ
ー
ビ
ス
生
産
者
保
護
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
か
な
り
間
接
的
な
た
め
、
自

由
化
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
四
モ
ー
ド

は
ほ
と
ん
ど
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー

がunbound

す
な
わ
ち
自
由
化
を
約
束

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
現
在
の
実
際
的

な
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
交
渉
の
多
く
は
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
も
含
め
て
、
世
界

的
に
第
一
モ
ー
ド
と
第
三
モ
ー
ド
に
関

す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
第
一
・
第
三
モ
ー
ド
の
二
つ

の
モ
ー
ド
の
み
に
注
目
し
、
五
五
の

（出所）WTOのオンラインサイト（http://tsdb.wto.org/default.aspx）に掲載のGATS約束表（2003年提出版）を元に作成。
（注）ロシアはWTO未加盟のため掲載せず。○が判定基準に該当する部門を表す。MAはマーケットアクセス面、NTは内国民待遇面。一段目のラベルの数字2つは大括りの11サービス分野を、アルファ

表2　APECメンバーおよびEUのGATS約束表上の自由化度（第1・第3モードともになんらかの約束の場合のみカウント）
APECエコノミー 01A 01B 01C 01D 01E 01F 02A 02B 02C 02D 02E 03A 03B 03C 03D 03E 04A 04B 04C 04D 04E 05A 05B 05C 05D 05E
オーストラリア MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カナダ MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本 MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ニュージーランド MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シンガポール MA ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカ MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チリ MA ○

NT ○
中国香港 MA ○ ○ ○ ○

NT ○
ブルネイ MA ○ ○ ○

NT ○ ○
中国 MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
インドネシア MA ○

NT
韓国 MA ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メキシコ MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マレーシア MA ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○
パプアニューギニア MA ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○
ペルー MA ○

NT ○
フィリピン MA ○ ○

NT ○ ○
タイ MA ○

NT ○
チャイニーズタイペイ MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ベトナム MA ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
○の数の縦合計 24 27 13 12 19 24 0 12 30 15 0 4 4 4 4 0 11 9 6 16 2 2 3 3 4 7
EU（参考） MA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　01．  実務サービス（A．自由職業サービス；B．電子計算機および関連のサービス；C．研究および開発のサービス；D．不動産に係るサービス；E．運転者を伴わない賃貸サービス；F．その他の実務サー
ビス）

　　02． 通信サービス（A．郵便サービス；B．クーリエサービス；C．通信サービス；D．音響映像サービス；E．その他電気）
　　03．  建設サービスおよび関連のエンジニアリングサービス（A．建築物に係る総合建設工事；B．土木に係る総合建設工事；C．設置および組立工事；D．建築物の仕上げの工事；E．その他）
　　04． 流通サービス（A．問屋サービス；B．卸売サービス；C．小売サービス；D．フランチャイズ・サービス；E．その他）
　　05． 教育サービス（A．初等教育サービス；B．中等教育サービス；C．高等教育サービス；D．成人教育サービス；E．その他の教育サービス）
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サ
ー
ビ
ス
部
門
に
関
し
て
「
第
一
・
第

三
モ
ー
ド
と
も
に
少
な
く
と
も
な
ん
ら

か
の
約
束
を
し
た
場
合
の
み
カ
ウ
ン
ト

し
、
該
当
箇
所
に
○
を
つ
け
る
」
と
い

う
判
定
基
準
で
分
類
整
理
を
行
っ
て
み

た
（
さ
ら
に
細
か
い
一
五
五
の
業
種
で

は
、
実
は
同
じ
部
門
内
で
も
パ
タ
ー
ン

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
煩
雑
と
な
る

た
め
五
五
部
門
内
で
最
も
多
い
業
種
の

約
束
パ
タ
ー
ン
を
そ
の
部
門
の
約
束
パ

タ
ー
ン
と
し
て
整
理
し
た
）。
こ
れ
に

よ
り
、
第
一
モ
ー
ド
（
越
境
取
引
）
と

第
三
モ
ー
ド
（
商
業
拠
点
の
設
立
）
と

い
う
主
要
モ
ー
ド
で
ど
れ
だ
け
各
エ
コ

ノ
ミ
ー
が
自
由
化
約
束
を
行
っ
て
い
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
こ

の
分
類
作
業
は
、一
橋
大
学
名
誉
教
授
、

山
澤
逸
平
氏
と
の
共
同
研
究
の
一
環
で

行
っ
た
も
の
で
あ
る
）。

　

そ
の
結
果
を
表
2
に
示
す
。
こ
こ
で

表
中
の
Ｍ
Ａ
と
は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由

化
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
（M

arket 
Access

）
の
面
、
つ
ま
り
そ
の
エ
コ
ノ

ミ
ー
内
の
市
場
が
ど
れ
だ
け
外
国
の
居

住
者
か
ら
参
入
し
や
す
い
か
に
関
す
る

法
規
制
の
約
束
に
つ
い
て
の
も
の
、
Ｎ

Ｔ
と
は
内
国
民
待
遇
（N

ational 
Treatm

ent

）
の
観
点
か
ら
の
当
該
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
法
的
規
制
の
約
束
に
つ
い

て
の
も
の
で
、
Ｍ
Ａ
と
Ｎ
Ｔ
の
二
側
面

は
四
つ
の
モ
ー
ド
と
同
様
、
約
束
表
の

表
形
式
に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
た

め
表
２
に
は
、
ひ
と
つ
の
サ
ー
ビ
ス
貿

易
部
門
に
つ
い
て
合
計
八（
＝
二
×
四
）

の
欄
が
あ
る
）。

　

サ
ー
ビ
ス
貿
易
が
第
一
・
第
三
モ
ー

ド
双
方
で
完
全
に
自
由
化
す
る
と
約
束

さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
表
の
す
べ
て
の

欄
に
○
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
現
実
に
は
、表
の
と
お
り
、

約
束
の
段
階
で
す
ら
、
○
の
付
い
て
い

な
い
部
門
が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
は

自
由
化
度
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
も

し
こ
の
分
類
作
業
で
第
二
モ
ー
ド
（
国

外
消
費
）
で
の
約
束
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

な
ら
ば
、サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
第
二
モ
ー
ド
は
な
ん
ら

か
の
約
束
が
な
さ
れ
る
場
合
が
現
状
で

あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
表
で
は
○
の

数
が
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
で
は
第
二
モ
ー
ド
が
い
わ
ば
「
隠
れ

蓑
」
と
な
り
、
実
際
に
は
自
由
化
約
束

の
水
準
が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
約
束
が

多
く
の
部
門
で
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
た
め
、

表
2
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
み
た

の
で
あ
る
。気
の
付
く
点
と
し
て
、サ
ー

ビ
ス
分
野
ご
と
に
は
、「
01
．実
務
サ
ー

ビ
ス
」「
02
．
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
属

す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
つ
い
て
の
自
由

化
約
束
数
が
多
く
、
○
の
数
の
縦
合
計

（
表
の
し
た
部
分
）
で
半
数
の
二
〇
を

超
え
る
部
門
も
存
在
す
る
。
他
に
は
個

別
部
門
の
「
07
Ａ
．全
て
の
保
険
お
よ

び
保
険
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
」
が
○
の
数

の
縦
合
計
で
二
〇
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を

除
い
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
全
体
と

し
て
、
半
数
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
第
一
・

第
三
モ
ー
ド
で
な
ん
ら
か
の
自
由
化
約

束
を
行
っ
て
い
る
計
算
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
以
外
の
分
野
で
は
、
縦
合
計

の
数
字
が
軒
並
み
低
く
、
約
束
の
程
度

が
非
常
に
低
い
現
状
を
表
し
て
い
る
。

特
に
約
束
し
て
い
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
ゼ

ロ
と
い
う
部
門
も
あ
り
、具
体
的
に
は
、

「
そ
の
他
」
と
い
う
約
束
さ
れ
に
く
い

分
野
を
除
外
す
る
と
、「
02
Ａ
．
郵
便

サ
ー
ビ
ス
」、「
08
Ｃ
．社
会
事
業
サ
ー

ビ
ス
」、「
11
Ｂ
．内
陸
水
路
に
お
け
る

運
送
」、「
11
Ｄ
．宇
宙
運
送
」
が
該
当

し
、
そ
の
う
ち
郵
便
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

社
会
事
業
サ
ー
ビ
ス
は
、
性
質
上
エ
コ

ノ
ミ
ー
内
の
業
者
に
任
せ
た
い
と
い
う

政
策
意
図
が
う
か
が
え
る
。
宇
宙
運
送

に
つ
い
て
は
、
未
だ
産
業
分
野
と
し
て

未
成
熟
の
も
の
の
た
め
、
い
ず
れ
の
エ

コ
ノ
ミ
ー
も
具
体
的
な
約
束
に
ま
で

至
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
個
別
エ
コ
ノ
ミ
ー
ご
と

に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

日
本
の
自
由
化
約
束
度
が
相
対
的
に
高

く
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
、
タ
イ
な
ど
は
自

由
化
度
が
低
い
。
ま
た
モ
ノ
の
貿
易
面

の
自
由
化
度
で
は
最
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
香
港
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
し
て
は
自
由

化
約
束
の
程
度
が
低
い
こ
と
も
分
か

る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
外
の
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て

も
参
考
と
し
て
表
の
下
部
に
示
し
た

が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
内
の
ば
ら
つ

き
の
ほ
ぼ
中
央
あ
た
り
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
自
由
化
約
束
の
レ
ベ
ル
は
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
比
べ
て
決
し
て
高
い

と
は
い
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
内

部
の
国
同
士
で
は
、
自
由
化
の
程
度
が

高
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
約
束
表
は
、
残
念
な
が

ら
現
実
に
適
用
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

分
野
の
法
規
制
を
記
し
た
も
の
で
は
な

い
た
め
、
現
実
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ

ノ
ミ
ー
で
ど
の
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易

自
由
化
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
（
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
そ
の
他
世
界
で
も
同
様
に
い
え
る

状
況
で
あ
る
）。
モ
ノ
の
貿
易
に
例
え

る
と
、
協
定
税
率
の
情
報
（
サ
ー
ビ
ス

貿
易
で
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
約
束
表
の
内
容
、

た
だ
し
実
施
は
さ
れ
て
い
な
い
）
は
存

在
す
る
が
、
実
行
関
税
率
に
相
当
す
る

情
報
が
存
在
し
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

貿
易
自
由
化
の
議
論
の
基
礎
と
な
る
現

状
が
把
握
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か



9

APEC 参加エコノミーを取り巻くサービス貿易自由化の現状

アジ研ワールド・トレンドNo.183 （2010. 12）

し
仮
に
現
実
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
規
制
が

か
な
り
緩
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
約
束
し
て
い
な
い
限

り
、
各
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
経
済
状
況
に

応
じ
、
い
つ
で
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自

由
化
度
を
後
戻
り
さ
せ
る
こ
と
が
国
際

法
上
で
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
後
戻
り
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
の
根
本
と
し

て
、
や
は
り
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
お
け
る
約
束

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。

● 

サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
に
向

け
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
組
織
的
な
取

り
組
み
と
課
題

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
め
ぐ
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易

自
由
化
は
、
ま
ず
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
自
由
化
プ
ロ
セ
ス
を
支
持

す
る
こ
と
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
独
自
の
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
の
具

体
的
政
策
と
し
て
は
、
メ
ン
バ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
が
公
表
し
互
い
に
自
由
化
を
高

め
あ
お
う
と
す
る
「
個
別
行
動
計
画

（Individual Action Plan

）」
が
挙
げ

ら
れ
、
同
計
画
の
取
り
組
み
分
野
の
ひ

と
つ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
分
野
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
個
別
行
動
計
画

は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ら
し
い「
非
拘
束
の
計
画
」

で
あ
り
、
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
枠
組
み
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で

は
こ
の
計
画
に
よ
り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
貿
易
自
由
化
を
目
指
そ
う
と

い
う
政
策
意
図
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の

個
別
行
動
計
画
を
閲
覧
す
る
と
、
単
に

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
の
約
束
内
容
を
書
き
込
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ

で
は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
で
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
」
で
は
な
く
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で

の
取
り
組
み
通
り
」
の
自
由
化
努
力
に

し
か
な
ら
な
い
。
ま
た
「
共
同
行
動
」

（Collective Action

）
と
し
て
、
情
報

通
信
、
輸
送
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
観

光
の
分
野
で
貿
易
自
由
化
を
推
進
し
よ

う
と
の
政
策
意
図
も
個
別
行
動
計
画
内

に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
が
雇
用
、
経
済

成
長
お
よ
び
貿
易
投
資
の
活
発
化
に
貢

献
す
る
こ
と
を
認
識
し
、「
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
」（Group on 

Services

）
と
い
う
組
織
的
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

二
〇
〇
九
年
に
は
環
境
、
法
律
、
健
康
、

教
育
の
分
野
に
関
し
て
、
よ
り
開
か
れ

た
市
場
を
目
指
す
べ
く
政
策
対
話
に
注

力
し
て
い
る
。
同
年
に
は
ま
た
「
越
境

サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
能
力
構
築
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（Capacity Building 

for Cross-Border Services Trade 
Initiative

）
の
名
の
下
に
、
越
境
取
引

（
第
一
モ
ー
ド
）
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自

由
化
で
取
り
組
み
の
遅
れ
て
い
る
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
対
し
て
自
由
化
の
底
上
げ
努

力
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に

入
っ
て
か
ら
は
、
前
述
の
個
別
分
野
の

う
ち
環
境
、
法
律
、
健
康
の
分
野
で
情

報
共
有
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

努
力
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
内
の
常
設

組
織
で
あ
る
貿
易
投
資
委
員
会

（C
o
m
m
ittee o

n
 T
rad
e an

d 
Investm

ent

）
で
は
、「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
ー

ビ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（APEC 

Services Action Plan

、参
考
文
献
③
）

や
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
越
境
サ
ー
ビ
ス
貿
易
原

則
」（APEC Principles for Cross-

Border Trade in Services

、
参
考
文

献
④
）
な
ど
の
文
書
を
作
成
し
、
サ
ー

ビ
ス
貿
易
全
般
あ
る
い
は
焦
点
を
当
て

た
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
の
推
進
努
力

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
組
織

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
貿
易
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
取
組
は
「
自
由
化
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ

ン
ト
効
果
以
上
の
実
効
性
は
有
し
て
い

な
い
と
い
う
厳
し
い
見
方
も
あ
ろ
う
。

二
〇
一
〇
年
の
日
本
に
お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
の
諸
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
二
〇
一

一
年
に
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
で
自
由
貿
易

地
域
を
形
成
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
構
想
が

さ
ら
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
全
体
と

し
て
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
も
遅
れ
気
味

の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
自
由
化
が
、
ボ
ゴ
ー

ル
目
標
後
に
も
継
続
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
い
し
ど　

ひ
か
り
／
千
葉
大
学
法
経

学
部
准
教
授
）

《
参
考
文
献
》

① 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
約
束
表
（
二
〇
〇
三
年
）

（http://tsdb.w
to.org/default.

aspx

）。

② 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
個
別
行
動
計
画

　

 （In
dividu

al A
ction

 P
lan
s

）

（http://w
w
w
.apec-iap.org/

）。

③ 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
（APEC Services Action Plan

）

（http://w
w
w
.apec.org/apec/

apec_groups/com
m
ittee_on_

trad
e/g
rou
p
_on
_services.

htm
l

）。

④ 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
越
境
サ
ー
ビ
ス
貿
易
原
則

（A
PEC
 Principles for C

ross-
B
order T

rade in
 Services

）

（http://w
w
w
.apec.org/apec/

apec_groups/com
m
ittee_on_

trad
e/g
rou
p
_on
_services.

htm
l

）。




